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法的免責事項
この提示物の内容は、SAP SE または SAP の関連会社の機密の専有情報であり、SAP SE またはそれぞれの SAP の関連会社の許可なく開示することはできません。この提示物は、SAP SE またはその関連会社とのライセンス契約またはその他何らかのサービス契約やサブスクリプション契約に拘束されることはありません。SAP SE およびその関連会社は、このドキュメントまたは関連の提示物に記載される業務を遂行する、またはそこに記述される機能を開発もしくはリリースする義務を負いません。このドキュメント、または関連の提示物、および SAP SE または SAP の関連会社の戦略並びに将来の開発物、製品、またはプラットフォームの方向性並びに機能はすべて、変更となる可能性があり、SAP SE およびその関連会社により随時、理由の如何を問わずに予告なしで変更される場合があります。このドキュメントに記載する情報は、何らかの具体物、コード、または機能を提供するという確約、約束、または法的義務には当たりません。このドキュメントは、商業性、特定目的への適合性、または非侵害性の黙示的保証を含めて、明示または黙示を問わず、いかなる種類の保証をも伴うものではありません。このドキュメントは情報提供のみを目的としており、契約に取り入れられることはありません。SAP SE およびその関連会社は、SAP SE または SAP の関連会社の意図的な不当行為または重大な過失に起因する損害を除き、このドキュメントの誤記または脱落について一切の責任を負わないものとします。 
将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うものであり、実際の結果は、予測とは大きく異なるものとなる可能性があります。読者は、これらの将来の見通しに関する記述に過剰に依存しないよう注意が求められ、購入の決定を行う際にはこれらに依拠するべきではありません。
リリース ノート
このドキュメントには、Professional Edition の Concur Expense のリリース ノートが記載されています。
NOTE: サイト全体または複数の製品 / サービスに適用される機能と変更は、「製品共通の変更のリリース ノート」に記載されています。SAP Concur ソリューションに影響を与える可能性のある本リリースのサイト全体または共有の変更については、製品共通の変更のリリース ノート（日本語）をご参照ください。 
為替レート
規制遵守のための外国為替レートの強化
概要
SAP Concur Expense は、経費精算の管理において次の 3 つの設定オプションのいずれかに基づいて評価される外国為替レートを設定できるようにする新しい構成オプションを提供しています。 
· 取引日 (既定): 経費が発生した日付  
· レポート開始日: レポート ヘッダーに入力された出張開始日 
· レポートの終了日: レポート ヘッダーに入力された出張終了日 
[グループ構成] で設定すると、その設定は該当のグループ内で作業するすべての Expense ユーザー、および外貨取引を含むすべてのレポートの既定となり、ユーザーが変更することはできません。
操作性
既定の [取引日] 設定が使用されている場合、このオプションをお使いのユーザーは Concur Expense のいずれの変更も認識することなく、為替レートは経費取引が発生した日付に基づいて既定の設定がそのまま使用されます。
経費グループに対して [レポート開始日] または [レポート終了日] オプションが選択されている場合、次のように動作します。 

	レポート ステータス
	開始日または終了日の設定に基づく動作

	レポート作成時 
	· 影響を受ける外貨取引がレポートに追加されると、為替レートが変更される可能性があり、レポートの送信時に確定されることを知らせる通知メッセージがユーザーに表示されます。 
· 経費の最初の為替レートは、取引日に基づきます。 
· [レポート開始日] または [レポート終了日] の値を更新しても、為替レートがリアルタイムで再計算されません。 

	レポート提出時
	· 為替レートは送信プレビュー画面で計算および更新され、その過程で [レポート総計] ページに反映されます。
· 為替レートが変わる可能性があることを知らせる通知がユーザーに表示されます。

	レポート提出後
	· レポートには、更新後の為替レートとレポート総計の結果が表示されます。
為替レートの計算基準に関する通知は表示されません。


これらの変更の対象外
グループ設定は、外国為替レートの既定の [取引日] を引き続き使用する次の取引タイプの動作には影響しません。
· リンクされたクレジット カード取引 (法人または個人)
· 日当（固定）出張手当経費
· 換算しない経費
NOTE: リンクされたクレジット カード取引は、特定のユーザーの Concur Expense に登録されたクレジット カードでの取引のみを対象とし、取引情報はカード プロバイダによって Concur Expense に電子的に渡されます。リンクされていないクレジット カードで支払われた手入力の経費は、[レポート開始日] または [レポート終了日] の基準レート計算の対象となります。
この変更の発効日
このリリース ノートに記載されている変更は、次の 2 段階で有効になります。
· 12 月 2 日に設定の準備完了: 経費精算の管理者は、12 月 2 日以降、グループ構成の新しいオプションを使用して、グループ内のすべてのユーザーに対してこの設定を調整できます。 
· 12 月 12 日に変更がユーザーに表示: [レポートの開始日] と [レポートの終了日] の設定についての更新されたメッセージを含む機能の変更は、新しい設定を使用するように構成されたグループで作業するすべてのユーザーに対して、12 月 12 日から有効になります。
業務目的とユーザーへの利点
一部の国では、経費のレポート時に使用される為替レートは、連邦規制規則で定義された日付の選択に基づくことが義務付けられています。Concur Expense のこの機能強化により、この日付を [レポート開始日]、[レポート終了日]、または取引日に基づいて設定できるオプションが提供されます。
設定とアクティブ化
この機能では、新しいオプションを利用するための設定が必要です。設定されない場合、従業員には現在の動作から変更はありません。 
以下の手順に従って、既定の [取引日] 設定から別の日付選択に変更します。
 この設定のグループ構成を設定するには:
1. [管理] > [経費精算] > [グループ構成] の順にクリックします。
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2. グループをクリックし、[変更] をクリックして、[グループ - <名前>] の設定を開きます。
3. [外国為替レートの基準日] までスクロールし、必要に応じて設定を変更します。
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4. [保存] をクリックします。
SAP/SAP Concur 統合 
** 進行中 ** SAP ECC および SAP S/4HANA オンプレミスで必要な認証の更新のための Concur Solutions (ICS) との SAP 統合 (2022 年 3 月)
	情報の初回公開日
	最終更新日
	締切日

	2022 年 11 月
	なし
	2023 年 12 月 31 日

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。


概要
SAP ICS をお使いのお客様は、次の 2 つの異なる認証方法を使用しています。 
· 旧認証 (ゲートウェイなし)
· 社内向けの JSON Web Token (JWT) に基づく新しいゲートウェイ認証
SAP Concur は現在、さまざまな方法を 1 つの方法に統合しています。その方法とは、社内向けの JWT (別名 Oauth2.0) に基づく新しいゲートウェイ認証です。現在、ほとんどの API 呼び出しに古いユーザーとパスワードベースの旧認証を使用し、一部の専用 API には API ゲートウェイを介した社内向けの JWT ベースの認証の両方を使用しています。
オンプレミスの SAP ECC または SAP S/4HANA と SAP Concur の間の接続が中断されないようにするために、旧認証から社内向けの JWT ベースの認証への移行を独自のペースで行える移行期間を定義しました。すべてのお客様は、2023 年 12 月 31 日までに社内向けの JWT ベースの認証を使用する必要があります。2023 年 12 月 31 日以降、旧認証は機能しなくなります。 
SAP ECC または SAP S/4HANA オンプレミス システムがこの変換を実行できるようにする必要があります。これには、必要に応じて、サポートされているリリース/サポート パッケージへの更新が含まれます。サポートされているリリース/サポート パッケージと設定手順の詳細については、次の情報をご参照ください。
· SAP Note 2914977 - FAQ: Concur の証明書、認証、および接続性 
NOTE: すべてのお客様は、こちらの記載内容に従って ICS ニュースレターにサインアップする必要があります。
· Knowledge base Article 3079239 - 接続: 新しいゲートウェイへの変換
· Knowledge base Article 3097704 - SAP ICS: 新しいゲートウェイへの変換が失敗する
Production Sandbox Environment
ICS で旧認証を使用した Production Sandbox Environment (PSE) エンティティをお使いの「お客様は、引き続き ICS を使用するために、できるだけ早く認証情報をメンテナンスする必要があります。社内向けの JWT ベースの認証をお使いのお客様は、このメンテナンスの対象外です。
詳細については、SAP Concur 製品共通の変更のリリース ノート（日本語）の「進行中 ** Production Sandbox Environment のログイン更新」をご参照ください。 
業務目的とユーザーへの利点
この認証の更新により、従来の認証方法よりもセキュリティが向上します。 
設定とアクティブ化
設定プロセスの詳細については、最新の SAP Integration with Concur Solutions ニュースレターをご参照ください。
SAP Integration with SAP Concur Solutions Edition 2202 10.pdf 
JAM ページにアクセスできない場合は、「Jam Access」という件名のメールを sapconcurintegration@sap.com に送信してください。
ユーザー インターフェースの変更
ユーザー インターフェースのその他の変更
概要
次の軽微な操作性の変更は、ユーザー エクスペリエンスの継続的な改善プロセスの一部です。 
· 領収書: 領収書の [領収書紛失届] のすべてのインスタンスは、[領収書の紛失届] 機能に変更されました。
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· レポートの添付ファイル ビューア: 添付ファイルを操作する際のボタン ラベルとメッセージの使いやすさを向上させるために、ラベルの [追加 (Append)] は [追加 (Add)] に、[添付解除] は [削除] に置き換えられました。
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· 代理のアクセス許可: 経費精算レポートを準備したが提出はできない権限を持つ代理は、[レポートの詳細 (メニュー)] > [レポート総計] ページ (下記) で、またはリダイレクト時のレポート提出ステップで、資金のリダイレクト データを編集または変更できるようになりました。
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業務目的とユーザーへの利点
これらの変更により、Concur Expense の操作性が向上します。
設定とアクティブ化
この機能は自動的に有効になります。その他の設定やアクティブ化は必要ありません。
今後の変更予定
このセクションの項目は、今後リリース予定のものです。SAP Concur は、ここに記載されている拡張機能 / 変更の実装の延期または完全削除の権利を保有するものとします。 
NOTE: 本ドキュメントに記載されている変更予定は、こちらの製品に固有のものです。SAP Concur ソリューションに影響を与える可能性のある、対象のサイト全体または共有の変更については、製品共通の変更のリリース ノート（日本語）をご参照ください。
カード
** 変更予定 ** AMEX: 11 月 28 日～1 月 31 日に AMEX のビジネス カードの再認証が必要
	情報の初回公開日 
	最終更新日 
	機能の承認終了予定日 

	2022 年 11 月 
	-- 
	2023 年 1 月 31 日

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。 


概要
AMEX は、顧客の AMEX ビジネス カードの使用に影響を与えるアプリケーション プログラミング インターフェース (API) を更新する予定です。このアクションは具体的には特に SAP Concur Expense 製品内での取引のインポートと使用を現在サポートしている既存の API を置き換えます。 
操作性
SAP Concur Expense ユーザーの場合、この変更が完了すると、AMEX ビジネス カードを使用する際に継続的な接続が提供されます。ただし、シームレスな移行を確実にするために、このビジネス カードをお使いの指定のお客様は、Expense 内でカードを再認証する必要がある場合があります。この要件は、最初にカードを承認した日付に基づいています。
次の表は、カードを再認証する必要のあるお客様を示しています。

	お使いの定義
	2022 年 11 月 28 日～2023 年 1 月 31 日に必要な操作

	2022 年 11 月 28 日より前にカードが承認されたすべてのユーザー 
	このリリース ノートで指定された日付内に、Expense で AMEX ビジネス カードを再認証してください。

	2022 年 11 月 28 日以降にカードを承認するすべてのお客様
	操作は必要ありません。更新された API は、この日付以降に承認されたすべてのカードに既定で採用されます。 


指定の期間内に AMEX ビジネス カードの再認証を行わない場合でも、1 月 31 日以降にカードを再認証できないわけではありません。ただし、古い API で認証されたすべてのカードが新しい API と互換性がなくなるため、1 月 31 日以降、お客様の取引の操作が中断される可能性があります。 
管理者の操作性
サイトでの AMEX ビジネス カードの使用を担当する管理者は、このリリース ノートに基づいて、特に該当するすべてのユーザーへの通知する必要があります。特定のカード ユーザーに疑いがある場合、再認証タスクを実行すること自体が悪い結果につながることはなく、ユーザーへのメッセージの簡素化を求めるお客様のサイトにメリットをもたらす可能性があります。
業務目的とユーザーへの利点
この更新は、SAP Concur Expense 内での AMEX ビジネス カードの継続的な接続を確保するために必要です。これにより、Expense AMEX カードのユーザーは、継続的な API サービスの採用を確認できます。
Expense Pay 支払プロバイダのリブランディング
** 変更予定 ** Bambora の Worldline へのリブランド 
	情報の初回公開日 
	最終更新日 
	機能のリリース予定日 

	2022 年 11 月 
	-- 
	2023 年 1 月

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。 


概要
デジタル決済プロバイダの Worldline は、2021 年に Bambora を買収しました。Expense Pay、Global Pay、および 支払マネージャー画面の Bambora のインスタンスは、Worldline へのリブランドをサポートするために適宜更新されます。
業務目的とユーザーへの利点
SAP Concur の支払処理パートナーである Worldline をサポートするため、Expense Pay、Global Pay、支払マネージャーのユーザー インターフェースおよび文書が更新され、リブランド後の会社名が反映されます。 
操作性
ラベル、メール アドレス、ロゴ、Bambora を示す通知などのユーザー インターフェース コンポーネントは、今後数か月で社名が Worldline に変更されます。
設定とアクティブ化
この機能は自動的に有効になります。設定やアクティブ化は必要ありません。
** 変更予定 ** Western Union Business Solutions が Convera へリブランド 
	情報の初回公開日 
	最終更新日 
	機能のリリース予定日 

	2022 年 10 月 
	--
	2023 年 1 月

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。 


概要
Expense Pay の支払プロバイダである  Western Union Business Solutions (WUBS) は 2021 年に買収されました。現在、正式に Convera としてリブランドされています。 
業務目的とユーザーへの利点
SAP Concur の支払処理パートナーである Convera をサポートするため、Expense Pay、Global Pay、支払マネージャーのユーザー インターフェースおよび文書が更新され、新たに変更された名称が反映されます。 
操作性
Western Union または Western Union Business Solutions を示すラベル、メッセージ、文書などのユーザー インターフェース コンポーネントで Convera と表示されるようになります。 
設定とアクティブ化
この変更は自動的に有効になります。設定やアクティブ化は必要ありません。
お客様へのお知らせ
アクセシビリティ
アクセシビリティの更新
SAP は、現在の Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) に合わせて変更を実装します。SAP Concur ソリューションに対するアクセシビリティ関連の変更については、四半期ごとに公開しています。四半期ごとの更新は、「アクセシビリティの更新」ページで確認できます。
サポートされているブラウザ
サポートされているブラウザおよびサポートの変更
サポートされているブラウザ、およびサポートされているブラウザに予定されている変更については、「Concur Travel & Expense Supported Configurations」ガイドをご参照ください。
ブラウザのサポートに変更が予定されている場合、変更に関する情報が製品共通の変更のリリース ノート（日本語）でも提供されます。
リリース ノートおよびその他の技術文書
オンライン ヘルプ
製品内の [ヘルプ] メニューまたは SAP ヘルプ ポータルから、リリース ノート、セットアップ ガイド、ユーザー ガイド、管理者の概要、サポートされている構成、およびその他のリソースにアクセスできます。
お使いの製品のすべてのドキュメントにアクセスするには、SAP Concur の [ヘルプ] メニューのリンクを使用するか、SAP ヘルプ ポータル (https://help.sap.com) で SAP Concur 製品 (Concur Expense、Concur Invoice、Concur Request、Concur Travel) を検索してください。
SAP Concur サポート ポータル - 指定されたユーザー
Concur サポート ポータルのリリース ノート、ウェビナー、および技術文書にアクセスしてください。
必要なアクセス権をお持ちの場合は、SAP Concur の [ヘルプ] メニューと SAP Concur ページのフッターで [サポートへのお問い合わせ] を利用できます。 
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[サポートへのお問い合わせ] をクリックして SAP Concur サポート ポータルにアクセスし、[リソース] をクリックします。 
· リリース ノートや技術文書にアクセスするには [リリース / 技術情報] をクリックしてください。 
· 録画や配信中のウェビナーを見るには、[ウェビナー] をクリックします。
ケース
サポート ケース ステータスの確認
この手順内のステップに従って、ケースが解決しているかどうかを確認してください。 
 提出したケースのステータスを確認する方法
5. https://concursolutions.com/portal.asp にログオンします。
6. [ヘルプ] > [サポートへのお問い合わせ] をクリックします。     
NOTE: [ヘルプ] メニュー下に [SAP Concur サポートへのお問合せ] オプションがない場合は、お客様の会社内でサポートを行うよう設定されています。社内のサポート デスクにお問い合わせください。
7. [サポート] > [ケースを表示] をクリックします。
8. 表で、[表示] リストの選択に基づいて、目的のケースのタイプを表示します。検索結果は、ご自身の会社のケースに限定されています。
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